






































































　第 6章では第 3章から第 5章で得られた知見に基づき，牽引力錯覚を利用した
ハプティックインタフェースを構成するための必要要件として，「牽引力錯覚を生
起させるための必要要件」，「錯覚される牽引力を制御するための必要要件」に分
類し，体系化した．
